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司俊雄， 鏡森定信， 岡 田 晃， 飴野清 : 抗原性帰化植
物の花粉ア レ ルゲ ン と そ の 人体影響 ( 第 4 報 ) ・ ブ
タ ク サ花粉ア レ ルゲ ン に 対す る IgE 抗体の証明. 北
陸公衛誌 5 : 46 -51， 1978. 

6 ) Miyahara ，T. . Kato ，  T. ， Nakagawa ， S. ， 
Kozuka ， H. ， Sakai ，  T. ， Nomura， N. and 
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-42， 1978 . 

7 ) Kagamimor i ， S . ， Okada ， A. ， Sato ， T. ， 
Kato ， T. and Kawano ， S .  : A pl ant indi cator of 
air pol l ut i on and human heal th in  Japanese 
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8 )  加須屋実 : ス テ ロ イ ド に よ る 有機水銀剤 の毒
性の修飾. 北陸公衛誌 5 : 1 1 - 15 ， 1978. 

9 ) 加須屋実， 照井和幸 : 病院調剤室に お け る 環
境調査一一騒音， 自 覚症状に つ い て一一. 北陸公衛
誌 5 : 56 -63， 1978. 

4 . 著 書

1 ) 加須屋実 : 環境毒性学 ・ 下巻， 日 刊工業新聞
ネ土， 1978. 
5 .  そ の他

1 )  加須屋実 : 環境毒性学の確立 を . 北陸 と 公衆
衛生 8 1 - 3 ，  1978. 

2) 寺西秀豊 : 松任保健所の発達相談活動 に 参加
し て. 北陸 と 公衆衛生 8 : 16， 1978. 

3 )  加 須屋実 : 組織培養 を 応用 し た毒性研究. と
や ま 県 医報 必. 746. : 14- 17， 1978. 

法 医

教 授 大 谷 勲
助 手 龍 谷 秀 翁

1 . 研究概要

1 ) 窒息死に 関す る 研究

品比千

外 因 死中 も っ と も 主要 な 死因 であ る 窒息 に 際 し て
認め ら れ る 主徴の 1 つ であ る 溢血点の成 因 に 関す る
基礎的研究 と し て， 生体膜に 着 目 し ， 生理， 生化学
的 に ， ま た動物実験に よ っ て 形態 と も 結びつけ た 解
析 を 進めて い る 。

2 )  個 人識別 に 関す る 研究
ア ) ヒ ト 精液の 多型現象
有形成分であ る 精子に は 従来か ら 知 ら れて い る 血

液型物質は 含 ま れ て い な い が， 精子デ ィ ア ホ ラ ーゼ
に 着 目 す る と 電気泳動 的 に個体に よ っ て 異 な っ た ア
イ ソ ザ イ ム パ タ ー ン を 示 し ， コ ー カ シ ア ン では 多型
現象の あ る こ と が報告 き れて い る 。 し か し 本邦 人 の
そ れ に つ い て は 十分明 ら か に さ れて お ら ず， 従 っ て
そ の 多型 の有無 を 検討 し ， 性犯罪事例 に お け る 個 人
識別へ の応用 に つ い て研究 を 進め て い る 。 他方， ヒ
ト 精楽 に は Ac id PMEase が 多量に 含 ま れて お り ，
そ の 多型現象に つ い て 明 ら か に し た わ れわ れの成果
に も と づい て き ら に 3' ー， 5 ' -AMPase に 着 目 し ， 検
討 を 加 え て い る 。

イ ) ヒ ト 赤血球膜に 局在す る 抗原 に よ る 血液型以
外の血液， 蛋 白 多型 ま た は 変異

血球酵素型， 組織酵素型， お よ び血清型 に つ い て
の基礎的研究， お よ び犯罪事例， 親子鑑定事例への
応用 に つ い て 検討 し て い る 。

ウ ) ヒ ト ヘモ グ ロ ビ ン の種属特異性
ヒ ト を は じ め 各種霊長類， そ の他の動物に つ い て ，

ヘモ グ ロ ビ ン の 1 次構造は 近年， 急速に 明 ら か に さ
れ て い る が， そ の種属鑑別 は 免疫学的 な特異性 に 依
る と こ ろ が大 き い 。 わ れ わ れ の こ れ ま での研究成果
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か ら ， と く に 精製 さ れ た ヒ ト へモ クーロ ビ ン 抗 原 に よ

る 特異性の 検討 を 進め て い る 。
2 .  学会報告

1 ) 沢 田 英夫， 浅野進吾， 龍谷秀翁 : 細 胞障害誘
発 に 対す る Triton X- 100 の影響， 第98年会 日 本薬

学会総会， 1978 . 4 ，  岡 山 .
2 ) 須 山 弘文， 中 園一郎， 大谷勲 : ヒ ト sperm

diaphorase の 多型 につ い て ， 第62次 日 本法医学会総

会， 1978 . 5 ，  仙 台 .
3 ) 大谷勲， 寵谷秀翁 : 細 胞障害に 関す る 基礎的

研究 第 I 報 : 非 イ オ ン 性界面活性剤 の 膜 障害， 第23
回 中 部鑑明 会北陸地 区分科会， 1 978， 7 ，  富 山 .

4 )  大谷勲， 龍谷秀翁 : 皮下 出 血が描 く パ タ ー ン

の 発生機序 お よ び成傷器の推定に つ い て ， 第28 回 日

本法医学会九州 地方会， 1978 . 10 ， 福 岡 .
5 ) 大谷勲， 龍谷秀翁 : ヒ ト 精禁 中 の5' -AMPase

活性 に つ い て ， 第25回 日 本法医学会近畿地方会，
1978 . 10 ， 津.

6 ) 大谷勲， 龍谷秀翁， 山 口 弘信 : 水宿形成 の み
ら れ た 圧死の 1 例， 第53回 東北法医学談話会1978 ，
1 1 ， 秋 田 .

7 ) 大谷勲， 龍谷秀翁 : 細 胞障害に 関す る 基礎的
研究第 II 報 : 非 イ オ ン 性界面活性 剤 の 細 胞形態 に 及
ぼす影響， 第 23 回 中部鑑明会総会， 1978 . 1 1 ， 津.
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教 授 矢 野 三 郎
助 手 加 藤 弘 巳
助 手 藤 井 隆
助 手 鈴 木 英 彦

1 .  研究概要

1 )  内分泌 ・ 代謝
下垂体副 腎 系 に つ い て は 長年 の研究 テ ー マ で、あ る

ス テ ロ イ ド 剤 の投与方法に 関 す る 研究 を ま と め て 内
科学会雑誌に 発表 し た 。 そ の他， 各種条件下 の 内 分
泌動態 に つ い て 研究 を つづけ， 「やせ」 と 成長 ホ ル モ
ン ， 性 腺 ホ ル モ ン の 関係， 抗 ア ル ド ス テ ロ ン 剤投与
時の性腺 ホ ルモ ン 値の 変動， サ ル コ イ ド ー シ ス 患者
の 血 中 プ ロ ラ ク チ ン 値測定の意義等に つ い て報告 し
た 。 ま た ， 女性 ホ ル モ ン の酵素 免疫 測定法に 関 し て
は 文部省科学研究費 を 得て 研究 を 続行 中 であ る 。

2 ) 免 疫
数年前か ら 性 ホ ルモ ン と 免疫 と い う テ ー マ で研究

を つづけ て い る が， 今年度 は 男 性 ホ ル モ ン の リ ン パ
組織 に 対す る 影響に つ い て 検討 し ， テ ス ト ス テ ロ ン

が T 細 胞系， B 細胞系 を 共に 抑制 す る と い う 事実 を

明 ら か に し ， 内分泌学会に 報告 し た 。
3 )  化学療法

各種化学療法剤 の酵素免疫測定法に つ い て 抗体 の

作成法， 酵素標識法 な ど を 検討 し ， ペニ シ リ ン 系薬

剤， ゲ ン タ マ イ シ ン な ど の 血 中 濃度 を 超微量の サ ン

プ ル で測定 し 得 る 方法 を 完成 し た 。 そ の 結果は ウ ル

ム ( 西独 ) で行わ れ た シ ン ポ ジ ウ ム な ど に お い て 報

告 し た が， 現在， 臨床 レ ベ ルの応用 に つ い て研究 を

継続 中 であ る 。
付記 : 以上の研究は い ず れ も 阪大第 3 内科， 長崎

大学薬学部， 日 生病 院 と の協 同研究 で あ る 。

2 .  学会報告

1 ) 加 藤 弘 巳， 矢野三郎， 浅沼 克次， 吉 川 陽子，

沢 田 洋介， 北 川 常広， 谷 山 兵三 : ゲ ン タ マ イ シ ン の

酵素免疫測定法の 開発， 第98 回 日 本薬学会， 1 978 . 

4 ，  富 山 .
2 )  金丸哲宏， 若松秀樹， 北 川 常広， 加藤弘 巳，

矢 野三郎， 浅 沼 克次 : ペニ シ リ ン 服用 時の 血 中 濃度
測定の試み， 第98回 日 本薬学会， 1978 . 4 ，  富 山 .

3 ) 加藤弘 巳， 森本靖彦 íやせ」 と G H ， 下垂
体性腺系， 第5 1 回 日 本 内分泌学会 ワ ー ク シ ョ ッ プ，
1978 . 6 ，  東 京 .

4 ) 宮武明彦， 野間 啓造， 中 尾院英， 森本靖彦，
山 村雄一， 矢野三郎 Spi ronol actone 投与時 の 男
子性 ホ ル モ ン レ ベルに 関 す る 検討， 第5 1 回 日 本 内 分
泌学会， 1978 . 6 ，  東京.

5)  浅沼 克次， 藤井隆， 中 尾院英， 植村泰三， 矢
野三郎， 山 村雄一 : 性 ホ ル モ ン と 免疫 ( 第 3 報 ) ラ
ッ ト リ ン パ組織の発育 に 及 ぽす テ ス ト ス テ ロ ン の影
響， 第51 回 日 本 内 分泌学会， 1978 . 6 ，  東京.

6 ) 金丸哲宏， 北川 常広， 加 藤 弘 巳， 矢野三郎，
浅沼 克次 : ペニ シ リ ン の新 し い 超高 感度 の 血 中 濃度
測定法 の 開 発 に 関す る 研究， 第26 回 日 本化学療法学
会， 1978 . 6 ，  東京.

7 ) 河野通昭， 香西勝人， 鈴木英彦， 森 久， 螺
良英郎 : 担癌動物の感染に お け る 好 中球機能 と 真菌
々 体 及 び 多糖体の影響， 第 26回 日 本化学療法学会，
1978 . 6 ，  東京.

8 ) Ki tagawa ， T. ， Kanamaru ， T. ， Kato ， H. ， 
Yano ， S .  and Asanuma ， Y. Novel enzyme i mmu-
noassay of three ant ib iot i cs .  Sympos ium of 
Enzyme Immunoassay， 1978 . 7 ， U l m ，  W. Germany. 

9 )  北 川 常広， 金丸哲宏， 三浦孝子， 矢野三郎，
加藤弘 巳， 浅 沼 克次 : ハ プ テ ン の新抗血清作製法 と
酵素免疫 測定法に よ る そ の性状の検討， 日 本免疫学
会， 1978 . 1 1 ， 京都.
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